
嬬
恋
村
の
歴
史

風景旬のもの活動 気温

7
月

1
月

12
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

8
月

9
月
10

月
11

月

浅間山の雪形逆さ馬

桜

緑
の
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク・キ

ャ
ベ
ツ
畑
と
浅
間
山

キ
ャ
ベ
ツ
苗
の
植
付
け

キ
ャ
ベ
ツ
の
収
穫

「
キャベ

ツ
切り」（

収
穫
）＊
山
の
漁
火（
カン
テラ
）とトラクタ

ー
の
ライト

収
穫
後
の
畑
に
緑
肥
蒔
き（
え
ん
麦
の
緑
の
畑
）

キ
ャ
ベ
ツ
の
種
ま
き

湯
ノ
丸
山
の
牛
の
放
牧

紅
葉
、カ
ラ
マ
ツ
の
黄
葉

キ
ャ
ベ
ツ
畑
の
雪
囲
い・真

っ
白
な
キ
ャ
ベ
ツ
畑
 

真
っ
白
な

キ
ャ
ベ
ツ
畑

ウ
ィ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ

つ
ま
ご
い

パノラマライン
北
ル
ー
ト

通
行
止
め

黒ボク土が一面
広がるキャベツ畑

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

キ
ャ
ベ
ツ
収
穫
最
盛
期

秋
の
空

満
天
の
星

満
天
の
星

浅
間
山・四

阿
山・白

根
山（
村
の
3方
を
屏
風
の
よ
う
に
囲
う
四
季
折
々
の
眺
め
）

お
い
し
い
水（
浅
間・白

根・四
阿
山
系
か
ら
の
恵
み
）

くろ
こ

星
空
観
察
　
＊
特
に
空
気
の
澄
ん
だ
冬
の
星
空
が
オ
ス
ス
メ

温
泉
　
＊
村
内
に
は
13の

温
泉
が
あ
り
ま
す

ゴ
ル
フ
場
オ
ー
プ
ン

村
内
キ
ャ
ン
プ
場
オ
ー
プ
ン

バ
ラ
ギ
湖
ワ
カ
サ
ギ
釣
り

狩
猟
解
禁

狩
猟
解
禁

つ
ま
ご
い
パ
ノラ
マ
ラ
イ
ン
北
ル
ート
通
行
止
め（
12/１

～
４
/10）

渓
流
釣
り
解
禁

高
山
蝶
の
保
護
パ
ト
ロ
ー
ル

●
高
山
蝶
の
観
察
会

●
高
山
蝶
の
越
冬
巣
調
査

湯
の
丸
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
群
落
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

(ス
キ
ー
、ス
ノ
ボ
ー
、ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
)

愛
妻
の
丘
か
ら
見
え
る
景
色（
山
、湖
、畑
）

高
山
蝶
含
む
動
植
物（
カ
モ
シ
カ・ヤ

マ
ネ・湯

の
丸
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ・鳴

尾
の
熊
野
神
社
大
杉・ミ

ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ・ミ

ヤ
マ
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ・ベ

ニ
ヒ
カ
ゲ
=指
定
文
化
財
）キ
ャ
ベ
ツ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
花
火
が
み
ら
れ
る

＊
秋
の
馬
鈴
薯
収
穫
後
、す
り
お
ろ
し
た
食
物
繊
維
を
春
ま
で
に
凍
結・発

酵
＊
彼
岸
頃
、細
か
く
な
っ
た
くろ
こ
を
搾
り
乾
燥
　
＊
常
温
で
10年

以
上
保
存
が
可
能

野
菜
の
直
売

と
う
き
み（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
）

馬
鈴
薯

キ
ノ
コ
 （チ
チ
タ
ケ
、

タ
マ
ゴ
タ
ケ
、イ
グ
チ
）

花
豆（
お
い
ら
ん
豆
）

エ
ゴ
マ

鎌
原
き
ゅ
う
り

モ
ロ
ッ
コ
イ
ン
ゲ
ン

ニ
ジ
マ
ス
、ヤ
マ
メ
、イ
ワ
ナ
　
＊
田
代
の
鱒
谷
養
魚
場
は
昭
和
32年

日
本
で
初
め
て
ヤ
マ
メ
の
人
工
孵
化
に
成
功

イベント

●
6月
中
～
下
旬

湯の丸高原つつじ祭
●
8/17･18

SKY RUN

●
8月
頃

嬬
恋
フ
ァ
ミ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
、

嬬
恋
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト

●
9月
第
1日
曜

キ
ャ
ベ
チ
ュ
ー

●
9/9・10

鎌
原
神
社
の

秋
祭
り
、

鎌
原
獅
子
舞

●
9月第

2土・日
曜

大
笹
神
社

獅
子
舞

●
11/3

嬬
恋
村
文
化
祭

●
11月

上
旬
頃

田
代
地
区
の

村
お
こし
花
火
大
会

●
1/1

鎌
原
初
獅
子
舞

●
1/8

だ
る
ま

八
日
堂
縁
日（
上
田
）

●
1/14・15

ど
ん
ど
ん
焼
き

●
1/31

「
愛
妻
の
日
」

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

＆
星
空
鑑
賞
会
 

in 万
座
温
泉

●
2/2～

4
Rally of 
Tsum

agoi
（
パ
ノラ
マ
ライン

北
約
28km

コ
ー
ス
）

●
2/5頃

袋
倉
獅
子
舞

●
4/6･7

SKY SNOW

●
4月
中
～
下
旬

三
原
桜
並
木
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

●
4/29

嬬
恋
村
安
市

●
4/30・5/1

鎌
原
神
社
の

春
祭
り
、

鎌
原
獅
子
舞

●
5/2・3

大
前
諏
訪
神
社
例
祭

八
十
八
夜
獅
子
舞

●
5月
上
～
下
旬

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
祭

●
7月
第
1日
曜
頃

キ
ャ
ベ
ツ
マ
ラ
ソ
ン

●
7月
末
、土
曜

つ
ま
ご
い
祭
り

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ・サ

ク
ラ

イ
ワ
カ
ガ
ミ

コ
キ
ン
レ
イ
カ

リ
ン
ド
ウ

ヤマツツジ・レンゲツツジ
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ

イ
ワ
イ
ン
チ
ン

ザ
ゼ
ン
ソ
ウ

ア
ズ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

コ
マ
ク
サ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ

ヤ
ナ
ギ
ラ
ン

高
山
植
物
　
鹿
沢・湯

の
丸・池

の
平
湿
原

山
菜

　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　

　　　　　

　　
　
　

13世
紀
頃

　
　
　

文
保
３

貞
治
元

永
禄
5

　
　
　

天
正
10

　
　
　

寛
文
２

嘉
永
5

安
政
６

明
治
元

明
治
2

明
治
９

明
治
14

　
　
　

明
治
16

明
治
22

　
　
　

明
治
26

　
　
　

明
治
37

　
　
　

明
治
4
4

大
正
２

　
　
　

大
正
５

大
正
8

　
　
　

　
　
　

　
　
　

大
正
9

　
　
　

大
正
13

　
　
　

大
正
14

　
　
　

　
　
　

昭
和
4

　
　
　

昭
和
６

　
　
　

　
　
　

昭
和
7

　
　
　

昭
和
8

　
　
　

昭
和
9

　
　
　

　
　
　

昭
和
10

昭
和
12

昭
和
15

　
　
　

昭
和
19

昭
和
20

昭
和
22

昭
和
24

昭
和
25

　
　
　

昭
和
26

　
　
　

昭
和
27

昭
和
29

　
　
　

昭
和
30

　
　
　

昭
和
31

　
　
　

　
　
　

　
　
　

昭
和
32

昭
和
3
4

　
　
　

昭
和
35

　
　
　

昭
和
36

　
　
　

昭
和
37

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

昭
和
4
0

昭
和
41

　
　
　

昭
和
43

　
　
　

昭
和
4
4

　
　
　

　
　
　

昭
和
45

　
　
　

　
　
　

昭
和
4
6

　
　
　

　
　
　

昭
和
52 •

シ
ガ
ゾ
ウ（
象
）の
歯
が
、大
笹
の
古
嬬

恋
湖
の
湖
成
層
で
見
つ
か
っ
て
い
る

•
ケ
ル
ト
人
が
キ
ャ
ベ
ツ
の
原
種（
結
球

し
な
い
）を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
め
る

•
大
プ
リ
ニ
ウ
ス
、キ
ャ
ベ
ツ
を
使
っ
た

87種
の
薬
を
記
述（「
博
物
誌
」）

•
日
本
武
尊（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
）、上

野
国

か
ら
碓
日
の
坂
を
越
え
た
と
の
伝
承

•
結
球
キ
ャ
ベ
ツ
が
イ
タ
リ
ア
で
本
格
的

に
栽
培
さ
れ
始
め
た
の
は
こ
の
頃

•
鳴
尾
熊
野
権
現
奥
宮
の
銘

•
下
屋
氏
譲
状

•
真
田
幸
隆
・
信
綱
親
子
が
、四
阿
山
奥

宮
社
殿
修
理

•
武
田
勝
頼
、天
目
山
に
滅
ぶ
／
真
田
氏

人
質
、甲
府
か
ら
浅
間
山
麓
へ
帰
る

•
狩
宿
関
所
、大
笹
関
所
設
置

•
抜
道
の
碑
が
建
て
ら
れ
る

•
中
居
屋
重
兵
衛
、横
浜
に
進
出

•
岩
鼻
県
と
な
る

•
鹿
沢
温
泉
に
丁
石
百
体
観
音
像

•
群
馬
県
と
な
る

•
農
商
務
省
田
中
芳
男
、キ
ャ
ベ
ツ
・
ハ
ク

サ
イ
な
ど
を
日
本
へ

•
浅
間
牧
場
開
設

•
嬬
恋
村
の
発
足（
人
口
3
,9
3
4
名
　

11か
村
の
合
併
）

•
信
越
線
開
通
、信
濃
往
還
街
道
の
使
命

を
終
え
る

•
銀
座
の
洋
食
店
、キ
ャ
ベ
ツ
の
千
切
り

を
豚
カ
ツ
に

•
田
代
牧
場
開
設（
500頭

の
牛
馬
）

•
紅
葉
館
小
林
亀
蔵
氏
高
田
で
1本
杖
ス

キ
ー
を
学
ぶ
　

•
嬬
恋
地
震（
西
部
の
被
害
大
）

•
鹿
沢
温
泉
引
湯
し
新
鹿
沢
温
泉
／
草

軽
鉄
道
開
通（
新
軽
井
沢
―
芦
生
田
）

／
堤
康
次
郎
万
座
温
泉
等
土
地
買
収

を
決
め
る

•
鎌
原
小
の
斉
藤
先
生
が
北
白
川
宮
へ

キ
ャ
ベ
ツ
献
上

•
草
軽
電
鉄（
新
軽
井
沢
―
嬬
恋
間
開

通
）

•
田
代
湖
・
発
電
所
建
設
／
鎌
原
に
電
気

が
通
る
／
草
軽
電
鉄
草
津
温
泉
ま
で

全
線
電
化
開
通（
55.5km

）

•
田
代
集
落
の
有
志
が
キ
ャ
ベ
ツ
の
共

同
栽
培
を
お
こ
な
う

•
熊
川
良
太
郎
学
生
訪
欧
成
功
／
沓
掛

～
三
原「
高
原
バ
ス
」専
用
道
路（
箱
根

土
地
会
社
）

•
戸
部
彪
平
村
長
(昭
和
3～
11年

)「
嬬

恋
村
産
業
五
ケ
年
計
画
」

•
群
馬
長
野
を
結
ぶ
県
道
改
修
完
成（
農

産
品
の
運
搬
）

•
11月

県
下
で
陸
軍
特
別
大
演
習
に
天

皇
行
幸
／
キ
ャ
ベ
ツ
の
共
同
出
荷
開
始

／
カ
モ
シ
カ
国
天
然
記
念
物
に
指
定

•
省
営
バ
ス
が
渋
川
～
真
田
間
開
通

•
小
串
鉱
山
山
崩（
死
者
245名

）

•
干
俣
で
ロ
ウ
石
鉱
床
発
見（
上
信
鉱

山
）／
キ
ャ
ベ
ツ
容
器
24kgの

茅
俵

•
上
信
鉱
山
250人

で
稼
働

•
長
野
原
線
開
通
　
終
戦

•
田
代
に
馬
鈴
薯
原
原
種
農
場

•
上
信
越
高
原
国
立
公
園
指
定
　

•
日
本
初
の
カ
ラ
ー
映
画「
カ
ル
メ
ン
故

郷
に
帰
る
」撮
影

•
皇
太
子
殿
下
来
村（
旧
鹿
沢「
殿
下
ス

ロ
ー
プ
」）／
嬬
恋
砂
防
堰
堤
工
事
着
手

•
須
坂
～
万
座
間
バ
ス
運
行（
長
野
電
鉄
）

•
軽
井
沢
～
三
原
～
万
座
バ
ス
道
開
通

（
西
武
バ
ス
運
行
開
始
）

•
天
皇
御
一
家
来
村
　
三
笠
宮
妃
殿
下

鎌
原
観
音
堂
に
松
植
樹

•
湯
の
丸
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
群
落
が
国
指

定
天
然
記
念
物
／
万
座
温
泉
ス
キ
ー

場
営
業
開
始
／
別
荘
分
譲
の
動
き
始

ま
る

•「
五
輪
ス
キ
ー
場
」建
設
開
始

•「
泉
ケ
丘
別
荘
地
」開
発（
別
荘
開
発
の

始
ま
り
）

•
キ
ャ
ベ
ツ「
大
量
生
産
期
に
」／
大
型
ト

ラ
ク
タ
ー
初
め
て
の
導
入

•
高
峰
高
原
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク（
1968

札
幌
）候
補
地
に

•
皇
太
子
御
一
家
田
代
湖
へ
／
草
軽
電

鉄
全
面
廃
止
／
地
蔵
峠（
自
動
車
道

路
）開
通
　
／
鬼
押
出
し
園
現
岩
窟

ホ
ー
ル
完
成
／
鬼
押
ハ
イ
ウ
ェ
ー（
峰

の
茶
屋
～
鬼
押
出
し
園
）6.5km

全
面

舗
装
／
嬬
恋
村
子
供
会
キ
ャ
ン
プ
場

開
設
／
浅
間
押
1
8
0
年
供
養
／
鹿
沢

に
厚
生
省
国
民
休
暇
村
開
設

•
キ
ャ
ベ
ツ
容
器
段
ボ
ー
ル
15kg箱

へ

•
夏
秋
キ
ャ
ベ
ツ
指
定
産
地
と
な
る
／
万

座
火
山
博
物
館
が
開
業

•
農
業
と
観
光
が
柱
に
　
浅
間
高
原
の

別
荘
開
発
進
む

•
バ
ラ
ギ
湖
堰
堤
完
成
／
鬼
押
ハ
イ

ウ
ェ
ー（
鬼
押
出
し
園
～
三
原
）全
面
舗

装

•
第
一
次
国
営
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業（
～
53

年
度
）／
村
内
初
の
本
格
的
ゴ
ル
フ
場

（
18H

）オ
ー
プ
ン

•
県
営
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業（
～
5
7
年
度
）

／
吾
妻
線
が
大
前
ま
で
開
通
／
村
内

硫
黄
鉱
山
閉
山
／
雪
山
讃
歌
の
碑

•
大
笹
国
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
記
念

碑（
広
川
原「
大
地
を
拓
く
」）除

幕
／

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
嬬
恋
高
校
ス
ケ
ー
ト

部
男
女
総
合
優
勝

十
数
万
年
前
　
　
　
　

　
　

紀
元
前
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　

7
7　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

景
行
天
皇
の
頃

　
　
120

0

　1319

1362

15
62

　
　
15
8
2

　
　
16
62

1852

1859

18
6
8

18
69

1876

18
81

　
　
18
83

18
8
9

　18
93

　
　
19
0
4

　1911

1913

　1916

1919

　
　
　
　
　1920

　
　
1924

　
　
1925

　
　
　192
9

　
　
1931

　
　
　1932

　1933

　
　
193
4

　
　
　
　
1935

1937

19
4
0

　
　
19
4
4

19
45

19
47

19
49

195
0

　
　
1951

　
　
1952

195
4

　1955

　195
6

　
　
　
　
　1957

1959

　
　
19
6
0

　19
61

　
　
19
62

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　19
65

19
6
6

　
　

19
6
8

　19
69

　
　
　1970

　
　
　1971

　
　
　197
7

20100

-10

（
℃
）

旬
の
も
の
は

嬬
恋
村
農
産
物
直
売
所
マ
ッ
プ

検
索

ヒ
メ
イ
チ
ゲ・ク

サ
ボ
ケ・キ

ケ
マ
ン

コ
シ
ア
ブ
ラ
、コ
ゴ
ミ
、フ
キ

ジ
ャ
ホ
ー
ジ（
ふ
き
の
とう
）

た
ろ
っ
ぺ

（
タ
ラ
の
芽
）

わ
ら
び

ベ
ン
ケ
イ
ソ
ウ・

ユ
ウ
ガ
ギ
ク・

オ
オ
カ
メ
ノ
キ

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ・ア

ヤ
メ・ニ

ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ

ツ
マ
ト
リ
ソ
ウ・シ

モ
ツ
ケ
ソ
ウ・ク

ガ
イ
ソ
ウ

＊
参
考：鹿

沢
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー・野

草
園
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

メ
ロ
デ
ィ
ラ
イ
ン「
雪
山
讃
歌
」　
＊
主
要
地
方
道
東
御・嬬

恋
線（
県
道
94号

）を
窓
を
開
け
て
ド
ラ
イ
ブ
　
＊
全
国
に
42、群

馬
に
10カ

所
の
う
ち
の
1つ

馬
鈴
薯
す
り
お
ろ
し
器

ヤ
マ
メ

ト
ラ
ク
タ
ー

（
昭
和
37年

製
）

日
最
高
気
温
(℃
)

出
典：気

象
庁

日
最
低
気
温
(℃
)

旧
干
俣
小
学
校
脇
の
円
通
殿（
近
世
の
建
築・唐

様
）

昭
和
33 年

の
上
州
三
原
駅
前
の
風
景

浅
間
山
の
煙
方
向
で
天
気
を
予
測
、東
に
な
び
くと
晴
天

竣
工
記
念
碑「
大
地
を
拓
く
」

「
高
原
か
ん
ら
ん（
昭
和
31 年

）」背
景
は
田
代
湖

カ
モ
シ
カ

レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ

大
正
15 年

竣
工
の
鹿
沢
発
電
所
は
田
代
湖
か
ら
の
取
水
で
発
電

天
空
の
花
畑「
浅
間
高
原
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
園
」見
頃
は
5月

標
高
1,800ｍ

に
あ
る
万
座
温
泉
に
は
ス
キ
ー
場
も
あ
る

嬬
恋
高
原
キ
ャ
ベ
ツ
は
、6月
末
～
10月

末
の
夏
秋
キ
ャ
ベ
ツ
 

大
正
～
昭
和
を
駆
け
抜
け
た
草
軽
電
気
鉄
道（
時
速
15km

）

当
初「
五
輪
ス
キ
ー
場
」と
呼
ば
れ
た
鹿
沢
ス
ノ
ー
エ
リ
ア

ミ
ヤ
マ
シ
ロ
チ
ョ
ウ

ジャガイモの花
植
え
付
け

ジャガイモの収穫 

畑
の
土
が
流
れ
出
な
い
よ
う
に
周
囲
の
草
を
残
す

キ
ャ
ベ
ツ
畑
の
風
景

シ
ラ
ヒ
ゲ
ソ
ウ・ト

リ
カ
ブ
ト・

マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ・ジ

ン
バ
イ
ソ
ウ

勉
強
屋
さ
ん「
くろ
こ
の
セ
ッ
ト
」

パ
ノ
ラ
マ
ラ
イ
ン
と

農
業・観

光

リ
ン
ド
ウ

※
本
カ
レ
ン
ダ
ー
の
日
付
は
、年
に
よ
っ
て
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。



万座・鹿沢口駅

袋倉駅

羽根尾駅
群馬大津駅

長野原草津口駅

大前駅

国道
144
号

竣工記念碑
「大地を拓く」

記念碑「拓魂」

農道整備竣工記念碑

土地改良竣工記念碑

上信鉱山跡
（上信鉱山焼成炉）

茨木開拓碑

基盤整備
竣工記念碑

仁田沢開墾の碑

円通殿

愛妻の丘

丁石百体観音像

雪山讃歌の碑

吾妻硫黄鉱山跡

至万座温泉・万座温泉スキー場

石津硫黄鉱山跡

浦倉鉱山跡

群馬県

長野県

小串硫黄鉱山跡

顕彰碑
（青木彦治）

顕彰碑
（戸部彪平・塚田国一郎）

鍬之碑

四阿山

パルコール嬬恋リゾート

草津白根山

田代湖

バラギ湖

つ
ま
ご
い
パ
ノ
ラ
マ
ラ
イ
ン
北
ルート

つま
ごい

パノラ
マライン南

ルート

鳥居峠

新鹿沢温泉

鹿沢温泉

旧農林省
嬬恋馬鈴薯
原原種農場

浅間高原

↓浅間山
浅間高原
シャクナゲ園↓

鹿沢スノーエリア

草
軽
電
鉄
廃
線
跡

仙之入開拓碑

農
道
整
備

竣
工
記
念
碑

土
地
改
良
竣
工
記
念
碑

竣工記念碑
「産地よ永遠に栄えあれ」

浅
間
白
根
火
山
ル
ー
ト・鬼

押
ハ
イ
ウ
ェ
ー

浅間白
根
火
山
ル
ー
ト・万
座
ハ
イ
ウェー

フェノロジーカレンダー 「嬬恋村暮らしごよみ ‐パノラマラインと
農業・観光‐」 2024年3月発行
【編集・発行】
嬬恋村文化財保存活用地域計画FC制作・パノラマラインチーム
／嬬恋村教育員会（嬬恋郷土資料館 Tel：0279-97-3405）
【制作・デザイン協力】 
㈱文化財保存計画協会 ・ ㈱ＡSTRAKHAN
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群馬県嬬恋村

「嬬恋村文化財保存活用地域計画」作成のワークショップで取り組んだフェノロジーカレンダーです。

パノラマラインと
農業・観光

つまごいパノラマラインは農作業優先の道路のため、「農家ファースト」であることをお忘れなく。
キャベツ畑に無断で入ることもやめましょう。　 
「＊」は、現在訪ねることができません。遠望し歴史を紐解いてください。 
　　＝戦後開拓記念碑、土地改良記念碑など
　　＝キャベツ畑

5km

（北ルート：12月～4月初旬まで通行止め）

パノラマラインで巡る嬬恋村
つまごいパノラマラインとは

「キャベツ畑」の風景
嬬恋村では500軒ほどの農家が夏
秋キャベツを栽培し、夏から秋にか
けて大型トラクターが行き交います。
早朝３時頃から始まる収穫は、朝露の
降りる暗闇の中、投光器をつけて始
まり、明け方まで続きます。

歴史と泉質を誇る「温泉」

広大なキャベツ畑の中を貫くつまごいパノラマラインは、南北２つのルートからなり、約35㎞あります。
国営農地開発事業などで農道として建設され、のちに村道に移管されました。
嬬恋村のキャベツは６月下旬から出荷され、最盛期は一日に200~300台の大型トラックが全国の消費地を目指します。
一面に広がるキャベツ畑と村を囲む山々を望む絶景から、四季を通じてドライブコースにもなっています。

村内には、山々の資源を採掘した鉱山
や、多くの人や荷物を運んだ草軽電気
鉄道など、昭和の近代化を支えた産業
遺産が残っています。昭和の嬬恋村に
思いを馳せてください。（裏表紙の地図
参照）

嬬恋村の昭和遺産草軽電気鉄道
大正4年（1915）営業
開始、同15年草津温
泉まで55.5km全線開
通。昭和37年（1962）
の廃線まで、多くの観
光客、硫黄、木材など
を運びました。

硫黄鉱山
写真は毛無峠付近に
あった小串鉱山。最盛期
には2,000人が住む鉱山
町が営まれ、昭和46年
（1971）の閉山まで小
串・吾妻・石津の硫黄鉱
山が稼働していました。

耐火煉瓦などの
原料となるロウ石
を採掘した上信
鉱山や、鉄鉱石
を産出した浦倉
鉱山も操業して
いました。

上信鉱山・浦倉鉱山

村内で最も古い歴史を持つ鹿沢温
泉は、奈良時代の開湯ともいわれ、
新鹿沢温泉とともに湯治場として愛
されてきました。「車で行ける標高日
本一の温泉」として知られる万座温
泉（標高1,800m）も歴史は古く、万病
に効く湯（硫黄泉）として有名です。こ
の他にも村内各地に温泉があります。

粉雪舞う「スキー場」
首都圏に近く、パウダースノーが楽し
めるスキー場があります。昭和31年
（1956）の万座温泉スキー場のオー
プンを皮切りに、翌年には新鹿沢の
「五輪スキー場」も建設開始。現在、
パルコールつま恋リゾートには、関東
最長の3,193ｍのゴンドラがあります。

避暑を楽しむ「別荘地」
夏の平均気温が20℃と涼しい浅間
高原は、首都圏に近い別荘地として
知られています。避暑のために別荘
で過ごすスタイルは、日本では明治
期に生まれ、嬬恋村では昭和31年
（1956）頃から別荘の分譲が始まり
ました。現在も移住希望地として注目
されています。

「バラギ湖」の四季折々の魅力
バラギ高原にある人造湖で、昭和44
年（1969）に観光目的で作られまし
た。湖面標高は1,280ｍ、周囲は２
kmほどの小さな湖です。新緑や紅
葉の鮮やかさと、夏は釣りやボート、
湖畔のキャンプ場がにぎわい、冬は
氷上ワカサギ釣りが人気です。
 

パノラマラインと
農業・観光

　嬬恋の高原には「黒ボク土」と呼ばれる火山灰土壌が広がっています。火山噴火に由来
する土壌は、水はけがよくとも農業には不向きでした。しかし、先人たちは適地適作への模
索を繰り返しました。冷涼な場所で育つジャガイモ栽培は江戸時代から始まり、ジャガイモ
澱粉から片栗粉を生産しました。
　明治時代に入り、新政府によって白菜、落花生、リンゴといった野菜や花卉類とともに、
ヨーロッパ原産のキャベツ（和名は玉菜、中国名は甘藍）が導入されました。そして日本各
地でキャベツ栽培が始まっていったのです。

明治時代に日本へやって来たキャベツ

　昭和初期、嬬恋村は日本一貧しい村とさえいわれていました。そんな村を高原野菜の村
として発展させた３人の功労者がいます。戸部彪平、塚田国一郎、青木彦治です。彼らは、
村を「野菜栽培1本で食べていける村にする」と提案。一軒一軒を回り、村民を説得してい
きました。当時の村長であった戸部は鳥居峠から長野県への道路整備を実行、群馬県中
之条町の農業技術指導員の塚田は栽培技術の面から指導、長野県上田市の青果業を
営む青木は販路の拡大に奔走しました。
　田代地区を中心にキャベツ栽培が本格的になるのは、昭和７年（1932）頃といわれていま
す。こうして、キャベツを中心とする高原野菜で知られる嬬恋村の礎が築かれていきました。

キャベツ栽培を切り拓いた3人の先駆者

　戦後の食料政策の中で、国営により健全無病のジャガイモの原原種生産を行うための
農場が全国８か所に設置されました。その一つ、旧農林省嬬恋馬鈴薯原原種農場は昭和
22年（1947）に設置され、ジャガイモ生産の安定化に貢献してきました。
　昭和30年代には食生活の洋風化が進み、おなじみ「豚カツに千切りキャベツ」というス
タイルも定着、キャベツは日本で最も消費される野菜の一つになりました。黒ボク土の畑の
土壌改良をはじめとする栽培農家の不断の努力が重ねられます。また、国営、県営の農地
造成事業で耕地は拡大し、生産量も増大。こうして、夏秋キャベツ全国一の生産量を誇る
村へと発展していきました。

戦後の食糧難でジャガイモ、食の洋風化でキャベツの増産

顕彰碑 （塚田国一郎） 顕彰碑 （青木彦治）顕彰碑 （戸部彪平）

　高原野菜の栽培で農業の村として発展を続ける嬬恋村。同時に鉄道敷設や道路整備
が進んでアクセスが改善し、温泉やレジャーへの注目が高まり、村の観光事業が発展する
土台もできあがります。そのきっかけの一つが、草津と軽井沢を結んだ草軽電気鉄道でし
た。昭和10年（1935）には鉄道省直営の省営バスが渋川～真田間の運行を開始し、観光
バスの路線や自動車専用道路が整備されていきました。
　昭和24年（1949）の上信越高原国立公園の指定、昭和30年代のマイカー・レジャーブー
ムやスキー場開設、 昭和46年（1971）の吾妻線の村内延伸などが、観光発展の後押しと
なり、観光客が増加。観光業が農業に次ぐ主要産業となり、現在は年間200万人の観光客
が訪れています。

「農業」と「観光」が二大産業に

昭和40年代の鬼押ハイウェー

パノラマラインと
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安市
三原地区の商店街で、桜並木が見頃を迎える4月
29日に開催。歩行者天国には苗木や植木、花、農
具、金物など、50店舗ほどが出店します。厳しい冬
の寒さから解かれ、春の訪れを喜びあうようなにぎ
やかなムードの1日になります。

つまごい祭り
昭和56年（1981）に始まった夏の嬬恋村を代表す
る行事で、７月末に開催。マスのつかみ取りや鉄砲
隊の演武、和太鼓披露など伝統文化の体験参加
や公開が行われ、打ち上げ花火が夜空を飾ります。
第40回となった令和5年（2023）はFMぐんまの公
開生放送も行われました。

嬬恋高原キャベツマラソン
６月末～７月上旬に開催。アップダウンの激しいパ
ノラマライン北ルートがコースとなり、日本一ハードな
マラソンといわれています。キャベツ畑の美しい風景
に癒される人気の大会です。

田代地区の村おこし花火大会
令和２年（2020）から田代地区で開催されている
花火大会です。30分で1,000発ほどが打ち上げられ
ます。目玉は、20号玉の「キャベツ千輪」。世にも珍し
いキャベツを模したオリジナル花火です。キャベツの
収穫が終わる11月の夜空に華を添えます。

キャベツ
嬬恋村の６～９月の平均気温、15～20℃という涼しい気候や程よい雨量、
昼夜の寒暖差がおいしいキャベツを育てます。村内では35種類ほどの品種
が栽培されています。夏～秋に出荷される首都圏のキャベツの8割を嬬恋産
が占めています。

ジャガイモ
ジャガイモは江戸時代に越後から嬬恋に伝えられ、冷涼高地に適し、救荒作物
としても栽培が広まったといわれています。嬬恋村では、コロッケやポテトサラダ
に適した「男爵」や「ワセシロ」が中心に栽培されています。昼夜の寒暖差が
生み出すデンプン質の高さが、おいしさの秘訣です。

トウモロコシ
地元では「とうきみ」とも呼びます。夏の降水量と昼夜の寒暖差から、スイーツ
のような甘さとみずみずしさが生まれます。生でもおいしい真っ白な「ピュアホ
ワイト」など、新種のトウモロコシも栽培されています。採れたての生トウモロコ
シは一度食べたら忘れられないおいしさです。

花豆
花豆の名で親しまれるベニバナインゲンは、標高700～800m以上の高地で
ないと大きな実がつきません。栽培にも手間がかかる貴重な高原野菜です。
インゲンの仲間で紅くきれいな花を咲かせ、10月中旬に収穫されます。特徴
は、大粒（直径3cmほど）の食べ応えと、やさしい甘み。地元では、煮豆や
甘納豆にしていただきます。

おいしいお米・「嬬恋米（鎌原米）」
「嬬恋米」は、おいしい米づくり研究会が大切に育てる希少なお米です。国際コン
クールで受賞、令和２・５年（2020・2023）には「皇室献上米」に選ばれました。天明
３年の浅間山噴火で被害を受けた鎌原地区が復興した今、よみがえらせた田んぼ
で栽培されるお米です。

くろこ
ジャガイモからデンプンを絞り、こしとった繊維分を凍結・発酵・乾燥
させた郷土食材。水で溶いて味噌やネギを加え味付けして揚げたり、
蕎麦粉を加えて焼いたりして食べます。令和４年度（2022）には文化庁の
「100年フード」に認定されました。「嬬恋村くろこ保存会」が普及に
努め、村内の食堂でも提供されています。

キャベツ畑の中心で妻に愛を叫ぶ
日本武尊が亡き妻に愛を叫んだ伝説が残る嬬恋
村。９月上旬に愛妻の丘で開催される通称「キャベ
チュー」は、夫から妻への感謝や愛の言葉を叫ぶイ
ベントで15年以上続いています。愛妻の丘から見る
山 と々広大なキャベツ畑は壮観で、パノラマラインの
名所になっています。

やまとたけるのみこと

パノラマラインと
農業・観光


